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２
月
19
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
、
第

12
回
さ
つ
ま
町
民
大
会
で
、
社
会
福
祉
事
業

功
労
者
と
し
て
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
者
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
　
　
　
　
　
　
（
地
区
・
従
事
年
数
）

　
　
春
田
　
祐
子
（
宮
之
城
屋
地
・
９
年
）

　
　
永
田
　
ま
り
（
宮
之
城
屋
地
・
９
年
）

　
　
大
平
　
ヒ
ロ
子
（
虎
居
・
９
年
）

　
　
中
野
　
幸
男
（
虎
居
・
９
年
）

　
　
中
間
　
實
（
時
吉
・
９
年
）

　
　
杉
水
流
　
安
美
（
柏
原
・
９
年
）

　
　
下
大
迫
　
紀
子
（
求
名
・
９
年
）

　
　
蕨
野
　
紀
子
（
求
名
・
９
年
）

　
　
今
東
　
晴
夫
（
求
名
・
９
年
）

　
　
川
宿
田
　
益
夫
（
永
野
・
９
年
）

　
・
・
・
○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

【
退
職
】   

（
3
月
31
日
付
）

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
元
　
光
香

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
い
ぬ
ま
き
荘

　
　
事
務
職
員
　
　
　
吉
留
　
順
子

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
セ
ン
タ
ー
長
　
　
川
原
　
芳
子

（
町
か
ら
の
派
遣
）

　
　
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
久
子

　
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所

　
　
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
領
家
　
信
行

　
訪
問
介
護
事
業
所

　
　
訪
問
介
護
員
　
　
濱
田
　
利
子

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
表
彰
者
一
覧
】

【
職
員
の
人
事
異
動
】

　
　
三
好
　
百
合
子
（
祁
答
院
町
・
15
年
）

　
　
白
石
　
照
予
（
中
津
川
・
16
年
）

　
・
・
・
○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
つ

ま
園
の
職
員
と
し
て
、
永
年
に
わ

た
り
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

　
　
小
川
　
ま
ゆ
み
（
宮
之
城
屋
地
・
15
年
）

　
・
・
・
○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ア
ル

テ
ン
ハ
イ
ム
鶴
宮
園
の
職
員
と
し

て
、
永
年
に
わ
た
り
高
齢
者
福
祉

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
29
年
３
月
22
日
（
水
）

　
第
４
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
28

年
度
補
正
予
算
を
始
め
、
平
成
29
年
度
事

業
計
画
（
案
）、
平
成
29
年
度
収
支
予
算

（
案
）
等
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

【
理
事
会
・
評
議
員
会
の
報
告
】

【
異
動
】   

（
４
月
1
日
付
）

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
　
　
　
管
理
者
　
　
大
塚
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老
人
福
祉
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ン
タ
ー
い
ぬ
ま
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務
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員
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よ
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域
包
括
支
援
セ
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タ
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セ
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タ
ー
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和
郎
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護
支
援
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門
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サ
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セ
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タ
ー
長
兼
主
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相
談
支
援
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原
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相
談
支
援
員
兼
就
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支
援
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就
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備
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兼
家
計
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学
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援
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遣
】
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域
包
括
支
援
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タ
ー
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セ
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タ
ー
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平
成
29
年
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月
29
日
（
水
）
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成
29
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計
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平
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29
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予
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通
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さ
れ
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し
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。
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平成29年度　社会福祉法人 さつま町社会福祉協議会 事業一覧
事業名 対象者 内　容 備　考

１　地域福祉事業

① 支え合いネット
ワーク互助事業

高齢者や支援
が必要な方

　地域生活応援員を派遣し、日常生活
でのちょっとした困りごとを支援する。
（30分、自己負担300円、現金制）

② 地域見守りネット
ワーク支援事業

高齢者等
　地域ぐるみで協力して、支え合いマッ
プ等を作成し、隣近所が声をかけあい、
見守っていくしくみづくりを行う。

公民会単位

③ 地区社会福祉
協議会活動支援

地区社協
　20地区に社会福祉協議会を設置し、地
域住民の自主的・主体的福祉活動を推進
する。

④ 自治会・民児協・福
祉関係団体等との
連携強化

関係団体 　関係機関との連携強化を行う。

⑤ 地域福祉団体の
育成・支援

地域福祉団体 　地域福祉団体の育成・支援を行う。

⑥ 宮之城ひまわり館
の管理・運営

地域住民 　宮之城ひまわり館の管理運営を行う。 町指定管理

⑦ 生活福祉資金貸付
事業

低所得者
高齢者

障害者世帯等

　生活困窮世帯に対し、各種の資金を貸し
付けることにより世帯の更生を支援する。

県社協委託

⑧ 法外援護資金貸付
事業

低所得者
高齢者

障害者世帯等

　生活困窮世帯に対し、各種の資金を貸し
付けることにより世帯の更生を支援する。

５万円以内
無利子
償還期限１年

⑨ 生活困窮者自立
支援事業

地域住民

　さつまくらし・しごとサポートセン
ターを開設し、就業の確保や、家計、子
どもの学習支援等について、相談・支援
を行う。

県委託

２　高齢者福祉事業

① 高齢者ふれあい・
いきいきサロン
事業の推進

高齢者等

　お互いの安否確認と元気づけ・仲間づ
くりで、寝たきり・認知症予防等を行う。
22箇所は介護保険総合事業ミニディ型
サロンへ移行。

公民会単位
月１回程度
85箇所
町委託

② 福祉給食サービス
事業

高齢者等
　ひとり暮らしや、虚弱な高齢者等に食
事を配食し、健康維持と安否確認、声か
けを行う。年間64,000食予定。

毎日（昼、夜）
１食500円
（自己負担）

③ 老人福祉センター
いぬまき荘の管理
運営

地域住民

　高齢者やふれあい・いきいきサロン等
の利用啓発に努め、園芸教室、健康教室
を月１回実施し、隣接する郷土文化伝習
館及びふれあい広場の管理・運営、利用
促進を行う。

町指定管理

④ 敬老事業の推進 高齢者等
　地区社協主催の敬老会への支援と、90
歳到達者への記念品贈呈を行う。

⑤ ライフサポート
アドバイザー事業

東谷団地
　緊急通報システムを整備してある10
世帯の安否確認、緊急対応、相談等を行
う。

⑥ 高齢者クラブ
連合会活動の推進

高齢者等
　高齢者クラブ連合会事務の一部委託を
受け、活動への支援を行う。

⑦ 地域包括
支援センター

高齢者等
　高齢者等の相談対応や、介護予防支援
事業、認知症施策等を行う。

町委託
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事業名 対象者 内　容 備　考

３　障害者（児）福祉事業

① 相談支援事業 障がい者等
　相談支援専門員を配置し、障がい者
（児）の方々の相談・支援を行う。

町委託

② 特定相談支援事業 障がい者等
　相談支援専門員を配置し、障がい者の
方々のサービス等利用計画を作成し、相
談・支援を行う。

③ 障がい者（児）団体
の育成・支援

障がい者等
　障がい者（児）団体の育成・支援を
行う。

④ 居宅介護事業 障がい者等
　障がい者の方々に訪問介護員を派遣
し、身体介護や家事援助を行う。

⑤ 移動支援事業 障がい児等

　屋外での移動が困難な障がい者等に
ついて、外出のための支援を行うことに
より、地域における自立生活及び社会参
加を促す。

町委託

⑥ 障害者訪問入浴
サービス事業

身体障がい者等
　障がい者の方々を対象に、移動入浴車
を利用し、自宅にて入浴介助を行う。

町委託

４　児童福祉・母子寡婦福祉活動

① 福祉教育の推進 児童・生徒 　福祉教育の推進と支援を行う。

② 総合的学習の
時間への協力

児童・生徒
　町内各学校へ職員を派遣し、福祉関係
の講話等を行う。

③ 母子寡婦福祉団体
の育成・支援

母子寡婦団体
　母子寡婦福祉団体の育成・支援を行
う。

５　ボランティアセンター活動事業

① ボランティアセン
ター機能の充実

地域住民
　ボランティアセンター機能の充実を
図る。

町補助

② ボランティアコー
ディネーター活動の
充実

地域住民
　ボランティアコーディネーターを配
置し、ボランティア活動等の相談に応じ
る。

③ 個人・団体
ボランティア
の育成、支援

地域住民
　個人ボランティア・団体ボランティ
アの育成、支援を行う。

④ ボランティア
連絡会

地域住民 　意見交換並びに交流研修会を行う。 年１回開催

⑤ ボランティア協力
校指定・支援

町内保育園・
幼稚園・
小中高校

　ボランティア協力校として指定し、ボ
ランティア精神等、福祉教育の充実を図
る。

⑥ ボランティア
養成講座

地域住民
　町民へのボランティアの普及・啓発
を図り、同時に、地域でのボランティア
活動のリーダーを養成する。

⑦ 中高生福祉
ボランティア
体験学習

中・高校生
　学生が、夏休みを利用し、町内の福祉
施設で福祉ボランティアの体験学習を
行い、福祉に対する精神を養う。　

年１回開催

⑧ ボランティア
コーナーの設置

地域住民
　ひまわり館内に設置し、ボランティア
情報発信等の支援を行う。

⑨ ボランティアセン
ターだよりの発行

地域住民
　社会福祉協議会の広報誌で、ボラン
ティアについての周知を行う。

年４回発行

⑩ 地域住民等ボラン
ティア体験事業

地域住民
　地域住民が福祉施設での介護ボラン
ティア体験、講座を通して、福祉施設へ
の理解や介護職への理解を深める。

県社協補助
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事業名 対象者 内　容 備　考

６　心配ごと相談

① 心配ごと相談所 地域住民 　様々な心配ごとの相談に応じる。
毎週木曜日
（午前10時～正午）
町委託

② 無料法律相談 地域住民

　毎月１回、弁護士による無料法律相談
を開催する。（４月20日、５月18日、６
月15日、７月20日、８月17日、９月21
日、10月19日、11月16日、12月21日、
１月18日、２月15日、３月15日）

ひまわり館
毎月第３木曜日
予約制

７　福祉サービス利用
　　支援事業

認知症高齢者
知的障がい者
精神障がい者 

等

　生活支援員により、判断能力が不十分
な方の、福祉サービス利用の代行や、公
共料金などの支払い手続き、重要な書類
の保管などの支援を行う。

１回1,200円
生活保護世帯は無料
県社協委託

８　介護保険事業

① 居宅介護支援事業 要介護認定者等
　介護支援専門員による居宅介護サー
ビスの計画書の作成、管理を行う。

② 訪問介護サービス
事業

要介護認定者等
　訪問介護員を派遣し、身体及び家事等
の生活援助を行う。

③ 訪問入浴介護サー
ビス事業

要介護認定者等
　移動入浴車を利用し、自宅での入浴の
介助を行う。

④ 福祉用具貸与事業 要介護認定者等
　ベッド、電動車いす等の福祉用具のレ
ンタルを行う。

９　福祉タクシー事業
要介護高齢者
身体障がい者

等

　予約制により、対象者の医療機関等へ
の送迎を行う。（福祉輸送限定）

公益事業
有料

10　収益事業

① 在宅介護用品
販売事業

地域住民
　紙おむつ等の介護用品の販売等を行
う。

収益事業

11　その他

① 共同募金事業
への協力

地域住民

　90歳到達者記念品贈呈、無料法律相
談、地区社会福祉協議会活動助成、支
え合いマップづくり、社会福祉大会（町
民大会）等の事業を行う。

募金運動期間
（10月～
共同募金運動）
（12月～歳末
助け合い運動）

② 日本赤十字社事業
への協力

地域住民
　日赤鹿児島県支部さつま町分区とし
ての会費募集や、災害救援等の赤十字事
業を行う。

会費募集期間
（５月）

③ 苦情解決に関する
第三者委員会の
開催

サービス
利用者等

　第三者委員を３名おき、福祉サービス
についての利用者からの相談、苦情解決
するための施策を講じる。

④ 飲料水自動販売機
設置

地域住民
　町内の公共施設等に自動販売機を設
置している。

⑤ 車いす貸出し 地域住民
　外出等、車いすが必要な方に無料で車
いすを貸し出す。

おおむね
１ヶ月以内

⑥ 広報誌の発行 地域住民
　広報紙「社会福祉協議会だより」の
発行を行う。（全戸配布）

年４回

⑦ 北薩地区
社会福祉協議会
連絡協議会

地域住民
　災害時相互応援協定により、災害時の
復旧活動の支援を相互に行う。



平成29年５月発行 （6）

平成29年度　社会福祉法人 さつま町社会福祉協議会 収支予算書（単位：千円）

勘定科目（大区分）

収
　　　　　　　　　　　入

会費収入 4,800 4,800 0 0

寄付金収入 3,700 3,700 0 0

経常経費補助金収入 36,138 36,138 0 0

助成金収入 0 0 0 0

受託金収入 108,621 48,687 59,934 0

貸付事業収入 1,300 1,300 0 0

事業収入 5,870 3,130 1,500 1,240

負担金収入 34,200 34,200 0 0

介護保険事業収入 88,580 68,400 20,180 0

障害福祉サービス等事業収入 6,794 6,794 0 0

受取利息配当金収入 54 51 2 1

その他の収入 676 670 6 0

　　　　事業活動収入計　　　　 290,733 207,870 81,622 1,241

　　　　施設整備等活動収入計 0 0 0 0

積立資産取崩収入 600 600 0 0

事業区分間繰入金収入 680 350 330 0

サービス区分間繰入金収入 377 377 0 0

その他の活動による収入 0 0 0 0

　　　　その他の活動収入計 1,657 1,327 330 0

　　　　前期末支払資金残高 32,599 32,256 343 0

収　　入　　合　　計 324,989 241,453 82,295 1,241

支
　　　　　　　　　　　出

人件費支出 195,158 144,793 50,365 0

事業費支出 36,566 28,793 6,922 851

事務費支出 58,923 35,524 23,359 40

貸付事業等支出 1,301 1,301 0 0

共同募金配分金事業費 3,253 3,253 0 0

助成金支出 3,636 3,636 0 0

　　　　事業活動支出計 298,837 217,300 80,646 891

　　　　施設整備等活動支出計   0 0 0 0

積立資産支出 1,100 850 250 0

事業区分間繰入金支出 680 330 0 350

サービス区分間繰入金支出 377 377 0 0

その他の活動による支出 6,504 5,105 1,399 0

　　　　その他の活動支出計 8,661 6,662 1,649 350

　　　　予備費支出　 1,000 1,000 0 0

　　　　当期末支払資金残高 16,491 16,491 0 0

支　　出　　合　　計 324,989 241,453 82,295 1,241



平成29年５月発行（7）

　
平
成
29
年
３
月
３
日
、
平
成
28
年
度
さ

つ
ま
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
で
は
、
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
申
請
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
今
後
も
無
理
な
く
楽
し
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

の
支
え
合
い
及
び
地
域
の
交
流
が
盛
ん
な

町
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
及
び
広
報
等
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

・
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
団

体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
個
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
登
録
申
請
を
行
っ
て
い
ま

す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
ケ
ガ
や
事
故

に
備
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入

申
込
み
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
法
人

　
　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会

　（
さ
つ
ま
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
電
　
話

：

52
〜
１
１
２
３

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

：

52
〜
１
１
４
８

平
成
28
年
度
さ
つ
ま
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会



平成29年５月発行 （8）

　
２
月
６
日
に
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
代
表
者
連
絡
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
よ
り
、
現
行
型

サ
ロ
ン
と
総
合
事
業
（
ミ
ニ
デ
イ
）
型
サ

ロ
ン
の
２
種
類
に
分
か
れ
て
活
動
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
行
型
サ
ロ

ン
に
つ
き
ま
し
て
は
今
ま
で
通
り
の
内
容

で
、
大
き
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
自
分
の
地
域
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に

興
味
が
あ
る
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

　
平
成
28
年
度
は
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
取

り
組
み
が
新
規
４
公
民
会
、
見
直
し
が
９

公
民
会
、
説
明
会
が
２
校
区
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
高
齢
者
の
見
守
り
だ
け
で
な
く
、
障
が

い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
や
子
育
て
支
援
、

空
き
家
対
策
な
ど
に
も
目
を
向
け
て
、
み

ん
な
が
ず
っ
と
暮
ら
し
続
け
て
い
き
た
い

と
思
え
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
る
こ
と
が
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く

り
の
醍
醐
味
で
す
。

　
平
成
29
年
度
も
、
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉

協
議
会
は
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン



平成29年５月発行（9）

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
よ
り
頂

き
ま
し
た
寄
付
を
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
29
年
１
月
１
日

　
　
平
成
29
年
３
月
31
日
受
付
分
）

寄
付
者
名
（
故
人
名
）《
敬
称
略
》

（
町
内
は
大
字
、
町
外
は
住
所
地
）

霜
田
　
良
一
（
故
　
霜
田
キ
ヨ
子
）
神
奈
川
県

外
園
　
光
治
（
故
　
外
園
チ
ヅ
子
）
神
子

迫
　
　
カ
ワ
（
故
　
迫
　
　
次
雄
）
鶴
田

池
之
野
光
德
（
故
　
池
之
野
テ
ル
）
佐
志

関
　
　
嘉
一
（
故
　
関
　
　
福
子
）
山
崎

羽
有
　
住
子
（
故
　
羽
有
太
志
郎
）
求
名

池
山
　
福
夫
（
故
　
池
山
ヲ
ワ
イ
）
永
野

下
別
府
明
伸
（
故
　
下
別
府
ト
シ
子
）
虎
居

熊
田
　
義
弘
（
故
　
熊
田
　
キ
リ
）
求
名

宮
後
　
喜
八
（
故
　
宮
後
ハ
ス
ミ
）
求
名

榎
園
　
順
子
（
故
　
榎
園
　
寛
紀
）
虎
居

幾
留
ミ
ヤ
子
（
故
　
幾
留
　
健
三
）
二
渡

小
囿
　
利
幸
（
故
　
小
囿
ノ
ブ
ヱ
）
虎
居

江
藤
　
繁
隆
（
故
　
江
藤
　
チ
ワ
）
中
津
川

有
馬
　
正
明
（
故
　
有
馬
　
ハ
ル
）
佐
志

山
下
　
准
平
（
故
　
山
下
ノ
ブ
子
）
宮
之
城
屋
地

小
田
ヨ
シ
子
（
故
　
本
田
　
初
男
）
虎
居

宮
之
脇
チ
リ
（
故
　
宮
之
脇
徹
美
）
紫
尾

鮫
島
　
　
誠
（
故
　
鮫
島
　
ミ
ス
）
二
渡

中
野
　
和
子
（
故
　
中
野
　
榮
江
）
白
男
川

谷
山
　
孝
憲
（
故
　
谷
山
テ
ル
子
）
紫
尾

吉
留
　
堅
美
（
故
　
吉
留
惠
美
子
）
柏
原

福
田
　
勇
二
（
故
　
福
田
マ
ツ
エ
）
神
子

小
松
園
辰
生
（
故
　
小
松
園
エ
ミ
）
佐
志

山
内
　
康
信
（
故
　
山
内
　
久
義
）
船
木

宇
都
　
助
博
（
故
　
宇
都
　
榮
野
）
久
富
木

上
　
　
芳
明
（
故
　
上
　
　
睦
子
）
求
名

東
　
　
博
美
（
故
　
東
　
　
清
博
）
鹿
児
島
市

餅
田
　
寿
恵
（
故
　
餅
田
　
晋
作
）
求
名

栗
山
　
雪
生
（
故
　
栗
山
千
恵
子
）
白
男
川

神
囿
　
誠
子
（
故
　
神
囿
　
道
雄
）
虎
居

舟
倉
　
洋
子
（
故
　
舟
倉
ヨ
ツ
子
）
宮
之
城
屋
地

米
丸
　
守
文
（
故
　
米
丸
　
文
子
）
北
九
州
市

松
﨑
　
照
夫
（
故
　
松
﨑
　
岩
戸
）
船
木

小
西
　
直
美
（
故
　
比
知
屋
順
子
）
船
木

渕
上
　
奉
之
（
故
　
渕
上
　
郁
子
）
柏
原

山
口
　
憲
視
（
故
　
山
口
　
ミ
ヱ
）
虎
居

山
口
　
昭
幸
（
故
　
山
口
　
　
壽
）
中
津
川

野
元
　
秀
一
（
故
　
野
元
ト
シ
エ
）
鶴
田

田
上
た
ず
子
（
故
　
市
來
マ
ス
エ
）
宮
之
城
屋
地

森
山
　
　
仁
（
故
　
森
山
　
郁
子
）
永
野

岸
良
　
成
也
（
故
　
岸
良
　
五
子
）
湯
田

山
田
　
元
彦
（
故
　
山
田
　
淑
子
）
宮
之
城
屋
地

佐
多
タ
マ
キ
（
故
　
佐
多
　
政
治
）
時
吉

外
川
内
直
美
（
故
　
外
川
内
秀
雄
）
鹿
児
島
市

島
子
マ
リ
子
（
故
　
島
子
　
利
夫
）
求
名

上
村
　
純
二
（
故
　
上
村
　
滿
子
）
久
富
木

下
大
迫
イ
ツ
子
（
故
　
下
大
迫
市
雄
）
神
子

有
村
　
幸
嘉
（
故
　
有
村
イ
チ
子
）
福
岡
県

尾
付
野
秀
俊
（
故
　
尾
付
野
ミ
チ
）
中
津
川

小
囿
　
直
子
（
故
　
山
口
　
勝
雄
）
船
木

酒
匂
　
テ
ル
（
故
　
酒
匂
　
　
學
）
湯
田

上
畝
　
幸
男
（
故
　
上
畝
キ
リ
子
）
久
富
木

　
　
　
　
　
匿
名
希
望
６
件

朝
倉
　
　
貢
（
故
　
朝
倉
　
計
介
）
時
吉

今
村
　
光
弘
（
故
　
今
村
　
彰
利
）
佐
志

濵
田
　
ハ
ツ
（
故
　
濵
田
　
盛
行
）
柊
野

池
之
野
ゆ
き
み
（
故
　
池
之
野
ス
ミ
子
）
佐
志

松
尾
　
　
徹
（
故
　
松
尾
セ
ツ
子
）
鶴
田

岸
良
　
哲
弥
（
故
　
岸
良
ヒ
サ
子
）
時
吉

上
山
サ
チ
エ
（
故
　
上
山
　
虎
雄
）
船
木

熊
田
　
新
吉
（
故
　
熊
田
ナ
ミ
ヱ
）
求
名

久
保
ヤ
ツ
子
（
故
　
久
保
　
　
晃
）
二
渡

徳
田
　
礼
喜
（
故
　
徳
田
　
耕
治
）
虎
居

是
枝
ま
ゆ
み
（
故
　
北
野
　
要
子
）
宮
之
城
屋
地

原
囿
美
穂
子
（
故
　
下
大
迫
イ
チ
）
船
木

市
成
　
　
守
（
故
　
市
成
　
テ
イ
）
鶴
田

室
屋
　
清
美
（
故
　
室
屋
　
チ
カ
）
鹿
児
島
市

白
男
川
　
茂
（
故
　
白
男
川
喜
代
子
）
時
吉

市

佐
津
子
（
故
　
市

　
洋
昭
）
宮
之
城
屋
地

祝
迫
　
　
清
（
故
　
祝
迫
　
生
佐
）
二
渡

才
口
　
隆
司
（
故
　
才
口
　
房

）
永
野

谷
下
　
節
枝
（
故
　
谷
下
　
榮
𠮷
）
神
子

平
山
ツ
キ
エ
（
故
　
平
山
　
隆
司
）
永
野

寳
滿
　
博
文
（
故
　
寳
滿
　

子
）
久
富
木

玉
利
　
和
子
（
故
　
玉
利
　
哲
信
）
鶴
田

四
位
　
繁
男
（
故
　
四
位
　
昌
敏
）
湯
田

中
村
　
　
堅
（
故
　
中
村
　
タ
キ
）
柏
原

登
尾
　
光
広
（
故
　
登
尾
　
ツ
ヤ
）
平
川

藤
原
　
範
幸
（
故
　
藤
原
ア
イ
子
）
宮
之
城
屋
地

小
田
い
ち
子
（
故
　
小
田
　
廣
次
）
虎
居

岩
切
貴
代
子
（
故
　
岩
切
ミ
サ
エ
）
求
名

下
野
ト
シ
子
（
故
　
下
野
　
清
一
）
白
男
川

木
下
　
敬
子
（
故
　
木
下
　
雅
博
）
永
野

米
盛
　
公
治
（
故
　
米
盛
フ
ミ
ノ
）
中
津
川

井
上
　
美
和
（
故
　
井
上
　
雄
二
）
柏
原

祝
迫
　
邦
榮
（
故
　
祝
迫
　
ヨ
リ
）
二
渡

栗
屋
野
　
靖
（
故
　
栗
屋
野
ミ
ツ
ヱ
）
佐
志

久
留
　
正
成
（
故
　
久
留
は
ま
子
）
鹿
児
島
市

藤
田
　
新
一
（
故
　
藤
田
　
長
代
）
柏
原

皆
様
の
善
意
に

　
　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

寄
付
者
名
《
敬
称
略
》

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場
（
３
件
）

・
更
生
保
護
女
性
会

・
シ
ル
バ
ー
園
芸
教
室

　
　
　
　
　
匿
名
希
望
１
件

【
備
品
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

（
車
椅
子
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
用
具
・

高
齢
者
擬
似
体
験
セ
ッ
ト
　
等
）

　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
さ

つ
ま
町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
車
椅
子

や
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
貸
し
出
し

を
し
て
お
り
ま
す
。
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
用

具
は
、
無
料
で
貸
し
出
し
て
お
り
ま
す
が
、

車
椅
子
は
一
ヶ
月
間
だ
け
無
料
で
す
。
お

気
軽
に
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
52
〜
１
１
２
３



平成29年５月発行 （10）

この広報誌の発行には、赤い羽根共同募金が使われています。

編

集

後

記

　
平
成
29
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
桜
の
花
が
な
か
な
か

咲
か
ず
、
や
っ
と
桜
の
花
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
春
本
番
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
寒

さ
が
う
そ
の
よ
う
で
す
。
季
節
の
変

わ
り
目
で
、
風
邪
な
ど
体
調
を
崩
さ

れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
広
報
誌
第
41
号
を
発
行
い
た
し
ま

し
た
。
発
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
域
に
開
か
れ
た
社
会
福
祉
協
議

会
と
し
て
、
今
後
も
、
地
域
福
祉
の

推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※集められたキャップは、リサイクルによって貧しい国々の子どもへのワクチン

（予防注射）を購入する資金となります。

盈進小学校からのエコキャップ寄贈
ありがとうございました（平成29年３月１日）
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